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１）ボクセルベース QSM 解析の考案 
 私たちは、Voxel Based Morphometry (VBM) と QSM を組み合わせたボクセルベース QSM 解
析を新たに開発した。本手法では 1 回の撮像で脳の形態画像と位相画像を同時に得ることができ、




たものを対象に、パーキンソン病に伴う軽度認知機能障害 (Parkinson’s Disease with Mild 
Cognitive Impairment、PD-MCI）の臨床診断基準に従い、Montreal Cognitive Assessment 
(MoCA) による認知機能検査を施行した。その結果から、PD-MCI 群と、正常な認知機能である
パーキンソン病 (Parkinson’s Disease with Normal Cognition、PD-NC) 群に分類し、また、
年齢をマッチさせた健常高齢者を健常コントロール (Healthy Control、HC) 群として、症例を
登録した。評価項目は、画像検査としてMRIによるVBMや QSM を、行動学的検査として Unified 










２）ボクセルベース QSM 解析を用いた横断研究の結果 
 PD-MCI 群において、鉄沈着量が有意に増加している領域が、基底核 (被殻・淡蒼球・尾状核) 
や大脳皮質 (中側頭回・楔前部・扁桃体) において認められた。さらに被殻は UPDRS part Ⅲと、
























１）ボクセルベース QSM 解析の考案 
 1 回の撮像で脳の形態画像と位相画像を同時に得ることができることに着目し、Voxel Based 




とした。既報告を基に、Montreal Cognitive Assessment (MoCA)および家族からの聴取により臨床的に、
正常な認知機能群 (Parkinson’s Disease with Normal Cognition、PD-NC 22 名) 群、軽度認知機能障害
群 (Parkinson’s Disease with Mild Cognitive Impairment、PD-MCI 24 名）および年齢をマッチさせた
健常高齢者群 (Healthy Control、HC 20 名) を登録した。評価項目は、行動学的検査として Unified 
Parkinson Disease Rating Scale (UPDRS) part Ⅲ、Trail making test、Rigid span backward、Stroop 
test および Open Essence による嗅覚を評価した。画像評価 VBM-QSM を全例において施行し、画像統計解析
と、認知機能や行動学的検査との相関解析を行った。 
【結果】 
１）ボクセルベース QSM 解析の妥当性の証明 





２）ボクセルベース QSM 解析を用いた横断研究の結果 
 PD-MCI 群において、鉄沈着量が有意に増加している領域が、基底核 (被殻・淡蒼球・尾状核) や大脳皮
質 (中側頭回・楔前部・扁桃体) において認められた。さらに被殻は UPDRS part Ⅲと、扁桃体は Open 
Essence とそれぞれ正の相関関係を認めた。 
【考察】 








【審査の内容】約 20 分間のプレゼンテーションの後に，主査：間瀬光人教授より、MRI 撮像法などの解析法の
理論的背景、α-シヌクレインの代謝と認知症疾患病態との関係などについて計 5項目の、また第 1副査：飛田秀樹教
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